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· 出席者は記録者が印を付ける。
· 出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること。
＜連絡事項＞
・故障していた菅原AOMのPHSが復旧しました。

・今日～11/26（水）午後　新入職員　生駒友里PSWのローテーション研修があります。
・看護グループ内研修のお知らせ
　11/26（水）17：15～17：45　場所：病院2F会議室　テーマ：認知症疾患の特徴
　対象：介護新人・初級　　　 講師：鳥谷部SGM

・11/21（金）までに、行動観察メモを入力し、小林SGMに提出すること。
・外部研修のお知らせ
11/21（金）19：00～　場所：プラザホテル　「認知症診療Up　to　Date」
　参加希望者は、柴田SWに連絡すること。

＜利用者情報＞
・小坂　君子　様～昨日､デイケアを辞めたいと話していた件について､本人と面談を実施。本人としては､デイケアに行きたくないわけではなく、「行けないほど疲れていたことを誰かに聞いてほしくて言っただけ」と話している。最近自宅での家事等で大変疲れてしまい、17日（月）に倒れるくらい疲れた気持ちになった為、デイケア職員に電話で「デイケアに行けない！」と訴えたとのこと。『デイケアに行けないという気持ちを話したことで、すっきりした。前に進める気持ちになれた』と、自分なりに解決出来たことを話している。また、デイケアを利用する目的についても再確認を行ったところ、本人は理解しており、『デイケアに行かなければ社会と断絶するから、デイケアには来たい』『普段は自宅での家事で疲れるから、デイケアには遊びに来るつもりで来ている』『デイケアでレース編みをしてみたい』と話している。

・木村　正子　様～来所後､本人と面談を実施。月曜日に不調を訴えていた為､現在の体調等を確認する。｢月曜日よりはだいぶ良くなりました！｣｢すごくびっくりしたんですよ､でも今は良い｣等とすっきりした表情で話している。不安､不調等を感じた際は職員へ教えていただきたいこと､職員からも確認することを伝えると､笑顔で了解している。
・高橋　洋子　様～本日、外来受診の為、欠席している。最近、食欲がないと昼食持参したおにぎりしか食べていないが、自宅では普段通りに食事が摂れているとの事。本人から電話があり、食欲がない為、明日と明後日の食事をキャンセルして欲しいと話されている。また、食事をキャンセルすることに関しては娘様に黙っていて欲しいと話している。
・船場　幸子　様～左ひざの痛みを訴えている。ウォーキングやエアロビクスへの参加をどうしたら良いかスタッフに質問している。無理をせずにしばらく休んでみるように伝えると、エアロビクス講師に自分から「膝が痛いからしばらく休みます」と伝えることができている。

・鈴木　真知子様～午前のエアロビクスで集中できていない様子が見られている。関係のない方向を見ており、窓の外を見ていることがある。スタッフから何度も声を掛けられても、ボーっとしており、集中できていない。また、誰もいない方向に手を振っている様子も見れている為、今後も頻繁に声を掛けて、観察していく。
・長瀬　紘一郎様～落ち着かない様子が見られていた為、何かあったのか確認すると、「ヘルパーさんに怒られた」と話している。家に遊びに来た友人に、2～3千円分の小銭をあげて、注意を受けたとの事。今までも、その友人が遊びにきた時に2～3千円あげていたとの事。トラブルの原因になること伝えて、続くようであれば、金銭ノートを確認させて頂くことを伝えている。

＜外来情報＞

・青木　紀子　様～生理が来るから、ポンタールの処方を希望して、5日分処方されている。

・平　　京子　様～血圧を記録した用紙を持参するように伝えている。

・繁名　和恵　様～トローチの処方を希望して、5日分処方されている。

・野月　利章　様～「3日くらい薬を飲んでいない」と話されているが、母様に確認したところ、本人に1日分ずつ薬を渡しており、昨日だけ薬をなくして飲んでいないとの事。また、母様から外来診察は2週間毎で薬は28日分の処方にして欲しいと希望がきかれている。

・倉橋　生子　様～足が重いと訴えて、医師より副作用の可能性があること説明受けている。

・清水頭　翼　様～A型の施設を検討しており、あっとワークには申し込みしたいことを伝えている。本人が早く仕事したいという気持ちがあり、A型のクローバーズピアの体験利用を検討している段階である。

・本多　富美　様～「風邪薬と頓服薬が欲しい」と希望してPL　3×7日分、ロキソプロフェン14日分処方されている。

＜勉強会＞
「火災発生時の対応」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　担当：小林SGM

	企画項目
	防災避難訓練（地震・日中想定）

	目的
	避難・誘導の訓練と防災の意識の向上

	日時
	平成26年　12月　4日(木)　14時30分～

	場所
	青陽館2F　ボイラー室
※地震発生後、2Fボイラー室から出火想定

	参加者
	当日利用している利用者様（約60名）、スタッフ（約12名）

	実施内容
	時間
	全体の動き
	防災委員会の動き

	
	14:20
	　
	防災委員が避難訓練準備。
※出火場所（2階ボイラー室）には、目立つように赤字で「出火場所」と書いた紙を貼っておく。
※避難誘導訓練のため、3階に1名、各風呂場に2名ずつ利用者に待機して頂く。

	
	14:25
	地震発生。
アナウンスを受け、利用者の安全確保、出火対策を行う。
	防災委員が地震発生を、館内放送で「現在震度6の地震が発生しました」とアナウンスする。
30秒後、「地震の揺れがおさまりました」と館内放送で知らせる。

	
	14:29
	　
	防災委員が2階喫煙所の熱探知機にドライヤーの熱をあて、火災報知器を鳴らす。
※火災探知機は、出火場所として階層のみが表示されるため、熱感知させる場所と出火場所が異なっても可。

	
	14:30
	2階ボイラー室から出火。
火災報知器が鳴ったら、避難訓練開始。
	チェック表記入（添付①）
※防災委員は、１階・2階の様子を観察しチェック表を記入する。

	
	14:37
	避難訓練終了
	避難訓練実施の際、１・２階の誘導時間のタイム測定

	当日までの計画
	日付
	詳細

	
	11/4（火）
	企画書決済完了
消防へ、最終決定日時・消防への通報確認。
緊急連絡網の見直し完了。

	
	
	防災訓練計画書を消防へ提出
※当日の消防の立会いは不要。

	
	11/5（水）
	部署スタッフへ避難訓練企画書説明。
防災マニュアルについてカンファレンス内で勉強会を実施。

	
	11/10（月）～
11/28（金）
※土日除く
	毎日16：00～スタッフ2名ずつ、行動訓練を行う。
※通報連絡、放送の仕方（添付②）
※行動できているか、チェック表を用いて指導する（添付③）

	
	12/4（木）
	防災訓練実施。16：00～振り返りを行う。

	防災対策本部
	＜設置の目的＞
報告・連絡・相談を一箇所にすることにより、今起きている状況の把握・整理するとともに、必要に応じて、避難誘導の人員の指示をスムーズに行うため。


	当日の動き
	DC：デイケア　DNC：デイナイトケア　NC：ナイトケア

	
	1Ｆ：慶長（通報連絡係/避難誘導）、三浦（初期消火⇒館内放送）
　　 會津（初期消火⇒残留者確認）、佐々木（初期消火⇒残留者確認）
　　 戸賀沢（避難誘導）、油津（避難誘導）
2Ｆ：櫻田（初期消火⇒2Ｆ残留者確認）、松橋（初期消火⇒2Ｆ残留者確認）
　　 川井（避難誘導）、服部（避難誘導）、小屋敷（初期消火⇒3Ｆ残留者確認）
タイムキーパー：小林（ＳＧＭ/通報連絡係）、防災委員長（舩場）

	＜地震発生時＞
	　
	　
	　

	時間
	内容
	詳細
	担当

	14:00
	プログラム実施
	通常どおりプログラムを実施
	　

	14:25
	地震発生
1）地震発生後、火の始末を行う
	①地震が発生したら、火気使用設備等の近くにいるスタッフはすばやく火を消す。（ＩＨヒーター、ストーブ、ウォーマー、乾燥機等）
②揺れがおさまってから、使用停止等を確認する。
	各フロアスタッフ

	
	2）身の安全の確保
	①利用者に、落下物等の危険性がない場所に避難して頂く。（棚、窓側、火気などの近くは避ける）
②利用者があわてて外に出ていかないよう、所在確認をしながら、その場に待機して頂く。
	各フロアスタッフ

	　
	　
	　
	　

	＜火災発生時（地震発生後）＞
	　
	　
	　

	時間
	内容
	詳細
	担当

	14:30
	１）火災警報機の警報音を聞いたら「出火場所の確認」
	①自動火災報知設備の受信機のある１階ｽﾀｯﾌﾙｰﾑに駆けつける。
②受信機の火災報知器連動操作盤の明かりのついているところを探し、警戒区域図面と合わせて見て出火場所を確認する（指差し呼称２回）
※警戒音を停止する（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。これにより、館内での伝達、通報、館内放送を聞こえやすくする。
	1F：慶長、三浦、會津、佐々木
2F：櫻田、松橋、小屋敷

	
	
	③利用者様に声をかけ、その場に待機して頂く。
	1F：戸賀沢、油津
2F：服部、川井

	
	２）出火現場の確認
	①消火器を持って、出火場所へ急行し、火災を発見する。
	1F：三浦、會津、佐々木
2F：櫻田、松橋、小屋敷

	14:31
	３）初期消火実施
	①初期消火失敗後、SGM（不在時は、その日のリーダー）に連絡。
	慶長

	
	
	②初期消火失敗の報告を受け次第、ＡＯＭへ連絡。
	SGM（不在時は、その日のリーダー）

	14:32
	※下記の４）～６）は同時進行
	　

	
	４）消防機関への通報
	①消防機関へは、PHSで「００１１９」をダイヤルする（通報例文は別紙参照）。
※通報前に警戒音が停止しているか確認。（音響停止スイッチの音響、地区音響の赤い２個のスイッチを押す）。これにより、通報や館内放送を聞こえやすくする。
	慶長

	
	５）施設内部への情報伝達
	施設内に火災の状態、避難の仕方、避難先を放送する（別紙参照）。３回以上繰り返すこと。
	三浦

	
	６）区画形成
	防火区画形成のため、防火扉が閉まっているか確認する。（青陽館は防火扉がないため、ドアやパーテーションを閉める）
※残留者なしの確認と並行して行う。
	1F：會津、佐々木
2F：松橋、櫻田

	14:33
	７）入所者の避難誘導と残留者なしの確認
	①デイナイトケア利用者様を避難誘導。喫煙室側階段を降り、1F喫煙室側非常口・玄関から出て青山荘前へ誘導する。
※浴室にいる利用者は浴室側非常口を通って誘導する。
	避難誘導：服部、川井
残留者確認：松橋、櫻田

	
	
	②デイケア利用者様を避難誘導。喫煙室側非常口・玄関から出て、青山荘前へ誘導する。
※浴室にいる利用者は2階浴室側非常口を通って誘導する。
	避難誘導：戸賀沢、油津、慶長、三浦
残留者確認：會津、佐々木

	
	
	③3階にいる利用者様を避難誘導。フェンス側の階段から１階へ降り、青山荘前へ誘導する。
	小屋敷

	
	
	※避難の際、リーダーは、当日の出欠がわかる名簿を持つ。
※他スタッフは、各居室、残留者がないか確認しながら誘導し、さらにトイレ、浴室等を見回り、残留者のいないことを確認し、各部屋のドアを閉める。
	　

	14:35
	８）人員確認
	人員の確認をし、ＳＧＭに報告する。
※ＳＧＭと連絡がつかない場合は、ＡＯＭへ連絡。
	DC：慶長
DNC：櫻田

	14:36
	９）防火管理者へ報告する
	AOMへ報告する。
※AOMと連絡がつかない場合は、IOOに連絡。
	SGM（不在時は、その日のリーダー）

	14:37
	１０）避難訓練終了
	　
	　


